
■ 不法投棄産業廃棄物の撤去実績について

【平成２３年１２月３１日までの撤去実績】 （撤去量の単位：トン）

区 分 一次撤去 本格撤去 合計

年 度 平成16～18年度 平成19～22年度 平成23年度 平成16～23年度

作業日数 521 885 144 1,550

台数 撤去量 台数 撤去量 台数 撤去量 台数 撤去量
撤去実績

9,004 97,203 55,259 642,240 8,180 97,066 72,443 836,509

■ 地山の確認（第６回）について

１２月７日（水）に県境不法投棄現場県境部及び北側エリアの一部で６回目の地山（自然地盤の土壌）

の確認を行いました。

今回確認したエリアの面積は、約6,200ｍ２で、地山確認

面積はこれまでの累計で約28,800ｍ２となりました。

今回確認したエリアには、主に堆肥様物、焼却灰、ＲＤ

Ｆ様物（ごみ固形化燃料に似せたもの）などが埋められて

いました。地山が露出するまで、１３ｍ程度掘削していま

す。

当日は、地山表層を目視で確認した後、１箇所を重機で

２ｍ程度掘り起こして廃棄物が埋まっていないことを確認

しました。今回確認した地山については、ＶＯＣ（揮発性

有機化合物）及び重金属等の汚染の有無を確認するため、

試料を採取し分析を行っています。分析の結果は判明次第

公表します。
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■ 廃コンデンサの追加確認について

県境不法投棄現場では、平成２３年５月３１日までに４３個の廃コンデンサが確認されていましたが、

１１月の掘削作業中に、廃コンデンサ８個が新たに追加確認されました。

このうち、４個の廃コンデンサには内部に絶縁油の可能性がある液体が残っていたことから、汚染拡散

の有無を確認するため周囲の廃棄物のＰＣＢ分析を行いましたが、ＰＣＢは検出されませんでした。

この内容については、専門家の確認・評価を受け、安全を確認した上で撤去作業を行っています。

今後も、掘削作業に伴ってＰＣＢ汚染を拡散させないよう注意深く作業を行い、同様の廃コンデンサが

見つかった場合は専門家の確認・評価を受け、安全を確認しながら適切に対応していきます。

■周辺環境モニタリング調査結果について

○ モニタリング調査（水質、大気質、騒音振動）結果（平成２３年度：第７回目）

（１）１０月５日（水）に周辺河川・湧水等１１地点、周辺地下水６地点、遮水壁内地下水１０地点の

水質について調査したところ、遮水壁内地下水で1,4－ジオキサン（６箇所）、ベンゼン（２箇所）、

ほう素（１箇所）、塩化ビニルモノマー（１箇所）が「環境基準」を超えたものの、周辺河川・湧

水等や周辺地下水では「環境基準」を超える値は検出されませんでした。

（２）１０月１９日（水）から２０日（木）にかけて現場敷地境界の３地点の有害大気汚染物質、１０

月１９日（水）から２５日（火）にかけて上郷地区の大気汚染物質を調査したところ、測定した全

ての項目で「環境基準」を下回りました。

（３）１０月１９日（水）に田子地区及び上郷地区で騒音・振動について調査したところ、いずれの地

点も、「環境基準」及び「道路交通振動の要請限度（第１種区域）」を下回りました。

○ モニタリング調査（水質）結果（平成２３年度：第８回目）

１１月２日（水）に周辺河川・湧水等２地点、周辺地下水４地点の水質について調査したところ、

「環境基準」を超える値は検出されませんでした。

■県境不法投棄現場原状回復対策推進協議会の開催について

第４１回協議会は、平成２４年３月２４日（土）１３時３０分より、青森県観光物産館アスパム(青森

市)で開催します。

発見の状況（廃コンデンサは写真中央）

【県境不法投棄事案に関するお問い合わせ、御意見等は、田子町現地事務所まで（TEL 20-7044）】
なお、県境再生対策室のホームページで、 現地事務所だよりのカラー版や各種お知らせ、資料など
を見ることができます（http://www.pref.aomori.lg.jp/nature/kankyo/tayori.html）。
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